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編集発行  

コミュニティ 

協議会  

広報委員会  

人  口 

７，５７０人 

世 帯 数 

３，１１６世帯 

平成30年5月現在 

懸
案
で
あ
っ
た
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
跡
地
に
は

有
恵
会
病
院
が
竣
工
、
住
宅
地
区
も
宅
地
が

完
成
し
、
住
宅
建
設
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
土
地
利
用
の
変
化
に
よ
る
周
辺

の
交
通
事
情
へ
の
影
響
を
見
極
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
香
里
ヶ
丘
図
書
館
の
建
替
え
や

中
央
公
園
の
関
連
工
事
、
税
務
大
学
校
の
一

部
宅
地
化
に
よ
る
工
事
関
係
車
両
の
交
通
問

題
な
ど
の
懸
念
も
あ
り
ま
す
。 

五
常
校
区
は
犯
罪
の
少
な
い
良
い
地
区
で

す
。
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
活
動
や
、
五
常

夏
祭
り
な
ど
の
「
五
常
の
四
季
を
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
」
も
安
心
し
て
住
め
る
五
常
校
区
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。 

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長 

野
々
村 

亘 

 

平
成
30
年
度
活
動
方
針 

１ 

五
常
の
四
季
を
楽
し
み
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り 

２ 

地
域
の
再
開
発
に
伴
う
環
境
問
題
及
び

交
通
問
題
へ
の
対
応 

３ 

地
域
力
向
上
の
た
め
の
人
材
育
成 

平
成
30
年
度
事
業
計
画 

 
 

４
月 

第
９
回
煙
突
山
桜
祭
り(

８
日)

、 

総
会
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

５
月 

自
治
会
・
専
門
組
織
合
同
研
修
会 

６
月 

防
災
研
修
会
、
広
報
紙
発
行 

７
月 

合
同
会
議
（
自
治
部
会
・
専
門
部
会
） 

 

第
11
回
五
常
夏
祭
り(

21
日) 

８
月 

防
犯
夏
期
パ
ト
ロ
ー
ル 

９
月 

合
同
会
議
、
防
災
会
議
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
、
広
報
紙
発
行 

10
月 

第
10
回
五
常
文
化
祭(

28
日) 

11
月 

合
同
会
議
、
美
化
運
動
推
進
月
間 

防
災
会
議
、 

12
月 

防
犯
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
、
広
報
紙 

１
月 

 

第
29
回
と
ん
ど
祭
り(

13
日) 

２
月 

 

合
同
会
議
、
防
災
会
議
、
広
報
紙 

 
 

第
16
回
防
災
フ
ェ
ス(

17
日) 

         

                  

安
全
で
安
心
で
き
る
五
常
校
区
を
ご
一
緒
に 

平
成
30
年
度 

事
業
計
画
・
予
算
決
定 

  

五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
４
月
22
日
に
平
成
30
年
度
総
会
を
五
常 

小
学
校
体
育
館
２
階
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
委
任
状
を
含
む
19
自
治
会 

（
理
事
会
）
及
び
17
専
門
組
織
の
責
任
者
が
出
席
し
、
平
成
30
年
度
活
動 

計
画
案
、
収
支
予
算
案
な
ど
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
30
年
度 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
役
員 

会 

長 

野
々
村  

亘 
 

副
会
長 

上
野 

精
順(

行
事
担
当) 

副
会
長 

山
口 

楠
夫(

安
全
部
会) 

副
会
長 

倉 
 

洋
子(

青
少
年
部
会) 

副
会
長 

宮
路 

美
佐(

福
祉
部
会) 

事
務
局
長 

光
岡 

和
彦(

広
報
委
員
長) 

会 

計 

粟
野 

恵
美
子 

 

書 

記 

磯
部 

智
子 

 

書 

記 

岡
田  

満 

幹 

事 
 

窪
田 

哲
也 

会
計
監
査 

森
川  

茂
、
山
内 

佳
与
子 

顧 

問 
 

大
槻 

哲
也 

元
市
議
会
議
長 

野
村 

生
代 

市
議
会
議
員 

林
元 

隆
司 

五
常
小
学
校
校
長 

  

予算金額
1,178,200

基礎額 (478,200)
自主防災 (200,000)
小地域ネットワーク (500,000)

500,000
300,000
43,000

1,000,000
145,362
30,000

3,196,562

予算金額
1,370,000

夏祭り (1,000,000)
とんど祭り他 (370,000)

350,000
200,000
20,000

290,000

377,000

500,000

89,562
3,196,562

1）自主防災会、2）校区福祉委員会へ支出

収入科目
枚方市補助金

コミュニティ活動費
安全部門活動費
その他の補助・助成金
事業収入(夏祭り売上)
前年度繰越金
雑収入(研修参加費等)

合      計

支出科目
事業費

広報費
安全部門活動費

合        計

備品購入費
事務費、研修費等

自主防災活動1)

小地域ネットワーク2)

特別積立、予備費等

平成30年度予算の概要（円） 
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今
年
も
、す
で
に
真
夏
日
が
あ
り
ま
し
た
。

熱
中
症
が
心
配
で
す
。
高
齢
者
や
子
ど
も
・

幼
児
は
体
温
調
整
が
苦
手
で
あ
る
た
め
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。 

 ◎
熱
中
症
と
は 

暑
い
と
き
、
人
間
は
体
温
を
平
熱
に
保
つ

た
め
に
、
汗
を
か
い
た
り
、
末
梢
血
管
を
拡

張
さ
せ
て
皮
膚
の
表
面
に
血
液
を
集
め
、
放

熱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
温
を
調
節
し
ま
す
。

し
か
し
、
大
量
の
汗
と
と
も
に
体
内
の
水
分

や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
が
失
わ
れ
た
り
、

体
内
の
重
要
な
臓
器
へ
の
血
流
が
滞
っ
た
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
傷
害
（
体
調
不
良
）
が

起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
熱
中
症

と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

◎
ど
ん
な
症
状
で
す
か
？ 

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
積
極

的
に
熱
中
症
を
疑
う
べ
き
で
し
ょ
う
。 

熱
中
症
の
危
険
信
号 

・
高
い
体
温 

・
赤
い
、
熱
い
、
乾
い
た
皮
膚 

・
全
く
汗
を
か
か
な
い
、
触
る
と
と
て
も

熱
い 

・
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
（
痛
い
）
が
あ
る 

・
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
す
る
頭
痛 

・
め
ま
い
、
吐
き
気 

・
意
識
障
害
（
応
答
が
異
常
で
あ
る
、
呼

び
か
け
に
反
応
が
な
い
な
ど
） 

 ◎
ど
う
対
処
す
れ
ば
良
い
の
？ 

熱
中
症
を
疑
っ
た
と
き
に
は
、
放
置
す
れ

ば
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
緊
急
事
態
で
あ
る
と

考
え
ま
し
ょ
う
。 

重
症
度
を
判
断
す
る
ポ
イ
ン
ト
は 

・
意
識
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
？ 

・
水
を
自
分
で
飲
め
る
か
？ 

・
応
急
処
置
（
身
体
を
冷
す
、
水
を
飲
む
）

で
、
症
状
が
改
善
し
た
か
？ 

熱
中
症
の
症
状
が
あ
り
、意
識
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
涼
し
い
場
所
に
移
し
て
、
体
を
冷
や

す
こ
と
、
自
分
で
水
を
飲
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
す
。 

意
識
が
お
か
し
い
、
自
分
で
水
分
な
ど
を

摂
れ
な
い
と
き
は
、
す
ぐ
に
病
院
へ
搬
送
し

ま
す
。 

「
意
識
が
な
い
場
合
」
は
直
ち
に
救
急
車

を
呼
び
、
誰
か
が
付
き
添
い
状
態
を
見
守
り

ま
す
。 

◎
現
場
で
の
応
急
措
置
っ
て
？ 

①
涼
し
い
場
所
（
風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、

で
き
れ
は
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室
内

等
）
へ
の
移
動 

②
脱
衣
と
冷
却 

・
衣
服
を
脱
が
す
、
ベ
ル
ト
を
ゆ
る
め
る
な

ど
を
し
て
、
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
な
ど
を
あ

て
、
う
ち
わ
な
ど
で
扇
ぐ
。 

・
冷
や
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
入

り
の
氷
を
手
に
入
れ
（
自
動
販
売
機
や
コ

ン
ビ
ニ
）、首
の
つ
け
ね
の
両
側

（
前
頚
部
）、
腋
の
し
た
（
腕
の

付
け
根
）、太
股
の
付
け
根
の
前

面
（
鼠
径
部
）、
股
関
節
に
あ
て

て
、
皮
膚
の
直
下
を
流
れ
る
血

液
を
冷
す
。 

・
ジ
ェ
ル
タ
イ
プ
の
シ
ー
ト
を

顔
の
額
に
張
っ
て
も
、
体
を
冷

や
す
効
果
は
な
く
、
熱
中
症
の

治
療
に
は
な
ら
な
い
。 

③
水
分
や
塩
分
の
補
給 

・
意
識
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る

場
合
は
冷
た
い
水
を
ド
ン
ド
ン

飲
ま
せ
る
。 

・
大
量
の
汗
を
か
い
た
場
合
は
、

汗
で
失
わ
れ
た
塩
分
を
補
う
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
が
最
適
。

水
１
リ
ッ
ト
ル
に
塩
１
～
２
㌘

を
加
え
た
塩
水
も
有
効
。 

今
年
の
夏
は
熱
中
症
に
注
意
し
て
！ 

熱
中
症
は
危
険
で
す
が
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す 
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・
吐
き
気
を
訴
え
る
、
吐
く
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
口
か
ら
水
分
を
補
給
す
る
の
は
禁

物
。
す
ぐ
に
、
病
院
で
の
点
滴
が
必
要
。 

④
医
療
機
関
へ
運
ぶ
、
情
報
を
提
供
す
る 

・
自
力
で
水
分
の
摂
取
が
で
き
な
い
場
合
は
、

医
療
機
関
へ
の
緊
急
搬
送
が
最
優
先
の
対

処
方
法
と
な
る
。 

・
熱
中
症
は
急
速
に
進
行
し
重
症
化
す
る
場

合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
、
状
況
が
最
も
良
く
分
か
る
人
が
付
き

添
い
、
発
症
ま
で
の
経
過
や
発
症
時
の
症

状
を
伝
え
る
。 

 

◎
熱
中
症
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
は 

熱
中
症
の
予
防
の
た
め
に
は
体
温
の
上
昇

を
抑
え
る
こ
と
が
基
本
で
す
。 

周
り
が
暑
い
と
、
体
温
を
さ
げ
る
た
め
に

大
量
の
汗
を
か
き
、
汗
が
蒸
発
す
る
と
き
に

気
化
熱
を
体
か
ら
奪
い
ま
す
。 

 

◎
水
分
補
給
の
ポ
イ
ン
ト
は
？ 

「
水
分
を
摂
り
過
ぎ
る
と
、
汗
を
か
き
過

ぎ
て
バ
テ
る
の
で
良
く
な
い
」
と
い
う
の
は

間
違
っ
て
い
ま
す
。ど
ん
ど
ん
汗
を
か
く
と
、

水
分
な
ど
を
補
給
し
、
体
内
の
水
分
塩
分
量

を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 

◎
ど
の
く
ら
い
水
分
を
摂
る
の
？ 

日
常
生
活
で
飲
料
と
し
て
摂
取
す
べ
き
水

分
量
は
１
日
あ
た
り
１
．
２
リ
ッ
ト
ル
が
目

安
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
他
に
食
事
等
に
含
ま

れ
る
水
分
を
１
リ
ッ
ト
ル
摂
取
し
、
体
内
で

０
．
３
リ
ッ
ト
ル
が
作
ら
れ
て
い
る
）。 

 

◎
ビ
ー
ル
は
ダ
メ
で
す
！ 

汗
で
失
わ
れ
た
水
分
を
ビ
ー
ル
な
ど
の
お

酒
で
補
給
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て

い
ま
す
。 

お
酒
を
飲
む
と
、
一
旦
吸
収
し
た
水
分
は

も
と
よ
り
、
そ
れ
以
上
の
水
分
を
尿
と
し
て

排
泄
し
て
し
ま
い
、
脱
水
状
態
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
す
。 

◎
高
齢
者
の
注
意
事
項 

高
齢
者
が
若
年
者
と
同
じ
よ
う
に
汗
を
か

い
た
場
合
、
脱
水
状
態
に
陥
り
や
す
く
、
回

復
し
に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

高
齢
者
が
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
こ
と

や
、
腎
機
能
が
弱
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
早
め
早
め

に
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
子
ど
も
た
ち
の
場
合 

子
ど
も
は
汗
腺
を
は
じ
め
と
し
た
体
温
調

整
能
力
が
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、

熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
子
ど

も
は
大
人
よ
り
体
重
あ
た
り
の
体
表
面
積
が

大
き
く
、
熱
し
や
す
く
冷
め
や
す
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
夏
の
炎
天
下
な
ど
で
は
、
子
ど

も
の
深
部
体
温
（
体
の
奥
の
体
温
）
が
上
昇

し
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。 

晴
天
時
に
は
地
面
の
温
度
が
高
い
た
め
、

背
の
低
い
幼
児
は
大
人
よ
り
高
い
気
温
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
人
よ
り
危
険
な
状

態
に
な
り
ま
す
。 

子
ど
も
が
、
顔
が
赤
く
、
ひ
ど
く
汗
を
か

い
て
い
る
場
合
は
深
部
体
温
が
か
な
り
上
昇

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
冷
た
い
水
を

与
え
、
涼
し
い
場
所
で
十
分
な
休
息
を
与
え

ま
し
ょ
う
。 

 

◎
赤
ち
ゃ
ん
を
車
内
に
残
さ
な
い 

乳
幼
児
の
熱
中
症
死
亡
事
故
は
０
歳
と
１

歳
の
発
生
が
特
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ク

ー
ラ
ー
を
入
れ
て
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま

で
親
が
車
を
離
れ
た
際
に
死
亡
事
故
が
発
生

し
た
例
が
あ
り
ま
す
。
暑
い
場
所
で
は
自
動

車
が
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
、
エ
ン
ジ
ン
が
停

止
し
た
た
め
ク
ー
ラ
ー
が
と
ま
り
、
車
内
が

高
温
に
な
っ
た
結
果
で
す
。 

乳
幼
児
は
自
分
で
は
行
動
で
き
な
い
の
で
、

車
内
に
残
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

◎
情
報
の
出
所 

こ
の
記
事
は
環
境
省
の
「
熱
中
症
環
境
保

健
マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
１
８
」
を
参
考
に
し
て

作
成
し
、
図
を
引
用
し
ま
し
た
。 
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五
常
の
四
季
を
楽
し
む
春
の
行
事
「
煙
突

山
桜
祭
り
」
を
４
月
８
日
に
枚
方
市
人
権
政

策
室
主
催
の
「
妙
見
山
の
煙
突
見
学
会
」
と

同
時
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
煙
突
山

の
桜
、
山
頂
か
ら
の
眺
望
、
戦
争
遺
跡
の
煙

突
見
学
を
同
時
に
楽
し
む
も
の
で
す
。 

今
年
の
桜
（
染
井
吉
野
）
の
開
花
は
平
年

よ
り
も
早
か
っ
た
た
め
、
煙
突
山
の
入
口
付

近
は
葉
桜
で
し
た
が
、
山
頂
付
近
の
八
重
桜

は
満
開
で
し
た
。
海
抜
80
メ
ー
ト
ル
か
ら
眺

望
を
楽
し
ん
だ
御
夫
婦
は
「
香
里
団
地
に
30

年
以
上
住
ん
で
い
る
が
、
煙
突
山
に
登
っ
た

の
は
初
め
て
で
す
。
美
し
い
眺
望
を
楽
し
め

て
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
香
里
団
地
が
火
薬
工

場
の
跡
地
に
で
き
た
こ
と
も
初
め
て
知
り
ま

し
た
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

煙
突
山
は
香
里
団
地
随
一
の
眺
望
を
楽
し

め
る
地
で
あ
り
な
が
ら
、水
道
施
設
の
た
め
、

法
令
で
立
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
頂
上

に
立
つ
高
さ
約
20
ｍ
の
煙
突
は
戦
前
に
砲

弾
を
作
っ
て
い
た
旧
陸
軍
香
里
製
造
所
の
施

設
で
、
戦
後
も
残
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

枚
方
市
の
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。 

桜
祭
り
は
こ
の
ス
ポ
ッ
ト
を
楽
し
め
る
貴

重
な
機
会
で
す
。
来
年
も
や
り
ま
す
。 

水
俣
病
の
原
因
と
な

っ
た
水
銀
に
よ
る
環
境

汚
染
を
世
界
規
模
で
防

止
す
る
、「
水
銀
に
関
す

る
水
俣
条
約
」
に
基
づ

き
、
大
気
汚
染
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、
水
銀

排
出
基
準
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
規
制

は
本
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

枚
方
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
家
庭
で
使
え
な

く
な
っ
た
蛍
光
管
や
乾
電
池
・
ボ
タ
ン
電
池

な
ど
を
「
粗
ご
み
」
と
し
て
回
収
し
、
焼
却

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
複
数
の
水
銀
使

用
廃
製
品
を
同
時
に
焼
却
す
る
と
排
出
基
準

を
超
過
し
、
焼
却
施
設
を
停
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

水
銀
使
用
廃
製
品
の
回
収
拠
点
を
設
け
て
分

別
回
収
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

五
常
校
区
付
近
で
は
下
記
の
場
所
に
回
収

ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
、蛍
光
管（
直
管
型
、

環
型
、
電
球
型
）、
電
池
類
（
乾
電
池
（
円
筒

型
、
角
形
）
ボ
タ
ン
電
池
）
が
回
収
さ
れ
て

い
ま
す
。 

・
南
部
生
涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー 

・
蹉
跎
生
涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー 

・
ピ
ー
コ
ッ
ク
香
里
ヶ
丘
店 

・
お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー
プ
枚
方
公
園
店 

詳
し
い
内
容
は
枚
方
市
減
量
業
務
室
（
電
話

８
４
９
・
５
３
７
４
）
ま
で
。 

満
開
の
八
重
桜
を
満
喫 

 
第
９
回 

煙
突
山
桜
祭
り 

夏のお楽しみに来てね！ 

第 11回五常夏祭り 

平成30年 7月21日（土） 

16時 30分～21時 

五常小学校運動場 

模擬店で食べて、飲んで、 

遊ぼう！ 

大抽選会は19時45分頃から 

 

水銀による環境汚染対策  

古い蛍光管などの分別回収はじまる 

編 

集 

後 

記 

「
熱
中
症
」
を
特
集
し
ま
し
た
。
救
急

搬
送
さ
れ
る
人
は
毎
年
５
万
人
を
超
え

て
い
ま
す
。
今
夏
も
暑
く
な
り
そ
う
で

す
。
外
出
や
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

日
常
生
活
で
も
、
水
分
補
給
な
ど
に
十

分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

 


